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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
組
合
員
で
あ
る
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
組
合
員
で
あ
る
者
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
森
林
組
合
法
（
以
下
「
新

法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
法
の
規
定
に
よ
る
組
合
員
と
み
な
す
。

（
理
事
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
四
十
四
条
第

十
項
及
び
第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
法
第
百
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
以
後
最
初
に

招
集
さ
れ
る
通
常
総
会
の
終
了
の
時
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

（
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
法
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
（
新
法
第
百
条
第
四

項
、
第
百
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
百
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
条
第
二
項
、
第
百

条
の
三
第
六
項
、
第
百
条
の
十
八
、
第
百
条
の
二
十
四
及
び
第
百
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

並
び
に
第
八
十
四
条
第
一
項
（
新
法
第
百
条
第
四
項
、
第
百
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
百
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
決
議
さ
れ
る
森
林
組
合
、
生
産
森
林
組
合
若
し
く
は
森
林
組
合

連
合
会
の
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
若
し
く
は
合
併
、
生
産
森
林
組
合
の
組
織
変
更
（
新
法
第
百
条
の
三
第
一
項
、

第
百
条
の
十
五
第
一
項
又
は
第
百
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変
更
を
い
う
。）又
は
森
林
組
合
連
合
会
の
権

利
義
務
の
承
継
（
森
林
組
合
法
第
百
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
利
義
務
の
承
継
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
議
決
さ
れ
た
森
林
組
合
、
生
産
森
林
組
合
若
し
く
は
森
林
組
合
連

合
会
の
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
若
し
く
は
合
併
、
生
産
森
林
組
合
の
組
織
変
更
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
森

林
組
合
法
第
百
条
の
三
第
一
項
、
第
百
条
の
十
五
第
一
項
又
は
第
百
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変
更
を
い

う
。）又
は
森
林
組
合
連
合
会
の
権
利
義
務
の
承
継
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
一
条
中
「
公
共
交
通
網
（
以
下
「
地
域
公
共
交
通
網
」
と
い
う
。）の
形
成
の
促
進
の
観
点
か
ら
」
を
「
旅
客
の

運
送
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
」
に
、「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
改
め
、「
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
」
の
下
に
「
及
び
新
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
加
え
、「
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
」
を
「
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
号
イ
中
「
よ
る
鉄
道
事
業
者
」
の
下
に「（
以
下
単
に
「
鉄
道
事
業
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
鉄
道

施
設
」
を
「
同
法
に
よ
る
鉄
道
施
設
（
以
下
単
に
「
鉄
道
施
設
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
軌
道
経
営
者
」

の
下
に「（
第
二
十
七
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
単
に
「
軌
道
経
営
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
一
般
乗

用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
」
の
下
に
「
並
び
に
同
法
第
七
十
九
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
者
（
特
定
の
者
の
需
要
に
応
じ
、
一
定
の
範
囲
の
旅
客
を
運
送
す
る
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
を
除

く
。
以
下
単
に
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ヘ
中
「
鉄
道
事
業
法
に
よ
る
」を
削
り
、

同
条
第
五
号
中
「
及
び
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
」
を
「
、
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
事
業
、
貨
客
運
送
効
率

化
事
業
及
び
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
よ
る
軌
道
事
業
」
の
下
に「（
以
下
単
に

「
軌
道
事
業
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
九
号
中
「
よ
る
鉄
道
事
業
」
の
下
に「（
以
下
単
に
「
鉄
道
事
業
」
と

い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
事
業

最
近
に
お
け
る
経
営
状
況
に
鑑
み
、
そ
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、

又
は
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
旅
客
運
送
事
業
（
旅
客
鉄
道
事
業
、
旅
客
軌
道
事
業
、

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
一
又
は

二
以
上
の
路
線
若
し
く
は
航
路
又
は
営
業
区
域
（
以
下
「
路
線
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、旅
客
運
送
事
業（
旅

客
鉄
道
事
業
、
旅
客
軌
道
事
業
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、
道
路
運
送
法
に
よ
る
一
般
乗
用
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
及
び
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
む
者
又
は
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
者
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
し
た
も
の
が
、
当
該
地

方
公
共
団
体
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
当
該
路
線
等
に
お
け
る
運
送
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
旅
客
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図
る
た
め
の
事
業
を
い
う
。

持
続
可
能
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確
保
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に

お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
を

勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
三
十
六
号

持
続
可
能
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確
保
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
、「
第
七
条
」
を「
第
七
条
の
二
」に
、「
第

七
節

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
（
第
二
十
七
条
の
二

第
二
十
七
条
の
八
）」を
「
第
七
節

地
域
旅
客
運
送
サ
ー

第
八
節

貨
客
運
送
効
率
化
事

第
九
節

地
域
公
共
交
通
利
便

ビ
ス
継
続
事
業
（
第
二
十
七
条
の
二

第
二
十
七
条
の
七
）

業
（
第
二
十
七
条
の
八

第
二
十
七
条
の
十
五
）

増
進
事
業
（
第
二
十
七
条
の
十
六

第
二
十
七
条
の
二
十
二
）」に
、「
第
八
節
」
を
「
第
十
節
」
に
、「
第
五
章

雑
則

（
第
三
十
七
条

第
四
十
二
条
）」を
「
第
五
章

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
円
滑
化
（
第
三
十
六
条
の
二

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
七
条

第
四
十
二
条
）

第
三
十
六
条
の
四
）」に
、「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」
に
改
め
る
。
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